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いつついし自治会特別委員会開催
　令和２年度に入り ､昨年度の事業の見直しを行い

２件の特別委員会を設けました。

　災害はいつ・どこで・どのように発生するか分か

りません。当福光地区の街中も狭い道路で密接した

環境では地震・火災・水害など、以前から数多くの

災害に見舞われてきました。町民の協力の下、支え

合い復活してきましたが、高齢者社会が益々激しく

なる中、今まで以上に町内間の協力体制を強めて災

害などに立ち向かっていく必要があります。従来の

福光地区自主防災会の体制を強化するため ､福光消

防団の班体制に習い ､新「福光地区自主防災会」の

本部員を各町内から選出していただき、活動しやす

い本部構成にするよう第１回検討会議を５月 15日

（金）に開催しました。

　メンバーは片山彰広委員長（いつついし自治会副

会長（総務部長））を座長として、蟹野正男いつつ

いし自治会長、土居敬生総務部副部長、加藤潤一安

全部長、舘英二安全部副部長、吉居茂雄安全部員、

中川善一郎総務部員、林秀行総務部員、小林政昭旧

川原町町内会長、出村孝志交流センター事務局長の

10名とし、12月中に結論を出し「新福光地区防災

会」の活動を開始していきます。安全・安心・防災

に関する意見がありましたら ､ 交流センター事務

局、町内会長などを通じて意見をお寄せください。

　当協議会では、新聞等で周知の通り、３月 23日

（月）に「福光福祉会館周辺施設再編整備に関する

要望書」を南砺市長に提出いたしました。これまで

の間、「まちづくり談議」や「にぎわい朝市」など

を開催しながら、当該施設の再編整備に向けて活動

してまいりましたが、この「要望書」の提出を以て、

当初の目的を達成したものと考え、５月 26日（火）

の役員会で協議した結果、当協議会は解散すること

といたしました。

福祉会館周辺まちづくり協議会解散しました
　令和元年度の事業報告及び会計報告ならびに「要

望書」は、すでにホームページに掲載しています。

　これまで各種活動のご協力に対し、役員一同、心

より感謝申し上げます。今後は ､いつついし自治会

で ､要望書にそった施設となるよう南砺市と協力し

て進めていきます。

　６月３日（水）から、３と８の付く日に福祉会館

前で「にぎわい朝市」を行っています。必ずマスク

をして来ていただき、お買い物してください。
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◆北日本新聞。
� 昭和 50 年９月６日の夕刊◆
　　「四季の窓」の投稿
　� “コトブキ座”　より　
　

　いささか手前みそで恐縮だ

が、この間居酒屋で友人のＭ君

と会ったら、こんなことをいっ

た。「この前、四季の窓に出た活

動写真の話な、昔を思い出させ

て面白かったゾ。ついでにコト

ブキ座のことも、忘れんうちに

書いておけや」という。昔のこ

とを思い出すのは老化現象のひ

とつだ。私はまだ若いつもりで

いるので、古いことはあまり書

きたくないのだが、Ｍ君のいう

ように、忘れぬうち私なりに寿

座のことを書きとめて置く。

　寿座はいまでは見るかげもな

く ､貸しガレージになっている

が ､昔は娯楽の殿堂として ､福

光の人々はもち論、近郷の若者

の血をわかせたものである。

　私のもっとも古い記憶は、父

に連れられて ､芝居を見に行っ

たことである。幡随院長兵衛と

いう芝居であった。私は子供の

ころから活動写真がとても好き

で、よく見に行った。「照る日曇

る日」や「修羅八荒」などに熱

狂したが、いまでも印象に残っ

ているのは、大河内伝次郎の「魔

像」である。前編・後編を一挙

に上映するのを大会といった。

阪妻の「牢獄の花嫁」大会もよ

かった。フィルムを取り替えて

上映するのが遅いと ､観客はふ

り向いて「ハヨーハヨー」と騒

いだものである。

　毎年「五色会」という劇団が

やって来た。漫才と寸劇とレ

ビューであった。美しい男装

の麗人がいて、若い者に人気が

あった。「五色会」が来ると二階

も満員である。お客に連れられ

て ､観音町の芸者もよく来てい

た。彼女らはビンツケ臭いマゲ

を結い、桃色のスカーフを首に

巻き、巻きたばこをスパスパ喫

（の）んでいた。二階のお客と下

のお客がよくどなり合った。「や

かましい黙っていろ！」「なにを

この馬の骨め！」「川へたぼす込

んでやろか！」「生意気なことい

うな、シヤネまがり！」人々は

どっと大笑した。

　奇術の天勝一座も、浪花節も

よく来たものである。毎年一月

六日の消防出初め式には、訓練

が終わってから寿座で宴会が開

かれた。芸者を総上げで酌をし

たり、舞台で踊ったりした。冬

は貸し火ばちが出た。十銭位で

あったと思う。昔はいす席でな

く、お客は上敷きの上にすし詰

めであった。だから満員のとき

など、便所へ行くのがひと苦労

である。

　あるとき、非常口をあけて、

河原の堤防で放尿していると、

寿座のオヤジが飛んで来て、戸

をしめたのには閉口した。しか

し、それも今では懐かしい思い

出である。豪華などん帳や、福

助を描いた引き幕や、商店の名

を描いた格子天井なども忘れ難

い。

　戦後「お産の映画」というの

が来た。恥ずかしい話だが私も

好奇心にかられて見に行った。

図解の説明ばかりで、かんじん

のところはなんやら黒いモノが

現れたと思ったら、アッという

間に終わった。そのときのこと

で今でも忘れないことがある。

一番前の席に、メガネをかけた

中年の夫婦がすわっていた。奥

さんはキセルでぷかぷかとたば

こをのんでいた。今をときめく

棟方志功夫妻の姿であった。

�（福光町天神町 6864、土屋斉）

棟方志功　昭和 50年９月 13日

東京で死亡す・・

５００号記念
◆写真・北日本新聞記事提供（西町　松居敏夫さんより）◆
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◆誇れる郷土の人◆

　福光村は寿永２年（1183）の

「源平盛衰記」に名がみえる。

一方福光新町村は文化４年

（1807）ころに福光村内を拓い

て建村したという。

　こんな古い歴史の中から多く

の立派な先輩が生まれている。

町史に出てくる著名な郷土人を

ご紹介し威徳を偲びたい。

❖　　　❖　　　❖

①　十
とむらやく

村役　福光村宗左衛門
　福光村の宗左衛門が明暦３年

（1657）から寛文３年（1663）

まで十村役を勧めたことが菊池

文書「文化８年私由諸上帳」に

書かれている。しかし、どんな

人物でどんな治績があったかく

わしく記録されたものがない。

　十村役は加賀藩だけの役職名

で他藩の大庄屋にあたった。農

民の中で村高があって技量がす

ぐれて村民に信頼感のある者が

任命され、大きなものでは数十

か村を合わせた組の支配をし

た。

　慶長９年（1601）初めて設

けられた役職で無組御扶持人、

組持御扶持人や平十村など階層

に分かれていた。この福光地方

は藩の政治経済の要点であった

ことを考えると行政上、相当の

重責を果たしたものと想像され

る。

❖　　　❖　　　❖

②　孝行むすこ　畠中屋太三郎
　親を敬うことは、いつの時代

も美徳として讃えられるもので

す。この福光村、畠中屋太三郎

の孝行伝も後世に美しく語り伝

えられている。

　太三郎は両親に小さい時死別

しました。叔父伊左衛門が孤児

になった太三郎を、あわれんで

自分の子として育てました。

　この父伊左衛門は安永年間

（1772 年）に起こった福光掛所

と城端善徳寺の争議（善徳寺の

得照坊に不満をいだいて掛所を

善徳寺から独立させて本山の直

支配においてもらおうと掛所門

徒衆が起したもので、13 年間

争った。この間葬式が出来ず、

死者を塩詰めにするといった、

怪奇な問題が生じた。）に天明３

年（1783）金沢の藩庁へ門徒と

して早く解決するように提訴し

ましたが、これが不法になり牢

獄へつながれてしまいました。

やがて父が獄中で病気になった

ので太三郎は驚き嘆いて、父に

替わって入獄したいと涙ながら

に訴え、役人の感動を呼び替入

牢が許されました。

　父が治った後も交替せず、入

牢しつづけたといいます。奉行

も、この孝行に伊左衛門の罪を

許し、子太三郎は孝養を尽くし

たとして、加賀藩から褒賞を受

けました。

❖　　　❖　　　❖

③　吉波彦作
　1876（明治 9 年）福光新町

村の農家の長男として生まれ

る。家が火災にあい、小学校に

3年間学んだだけで奉公に出て、

苦労を重ね、苦学の末小学校教

員となる。

　明治 42 年（1909）砺波中学

校（現砺波高校）が設立すると

教諭に迎えられ、昭和 8年には

校長となる。そして、「不断の

努力」と「質実剛健」を信条と

して教育に尽くす。また、学校

教育のみならず、社会教育にも

力を注ぎ、青年夜間学校や幼稚

園経営などの指導にも努めた。

1965（昭和 40 年）88 歳で亡

くなる。
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第１回  花の講座（寄せ植え） 花植え＆令和２年度  第１回生涯学習部会
　新型コロナウイルス感染拡大防止の全国非常事態

宣言が解除されて間もない、５月 16日（土）午後

２時より福光交流セン

ターにて第１回花の講

座を開催しました。

　コロナウイルス感染

対策のため玄関先での

開催となりましたが、

参加者７名思い思いの「初夏の寄せ植え」に取り組

みました。講師は河合裕子さん、今回使用した花材

はレックスベゴニア、木立ちベゴニア、シレネ、ア

メリカンブルー及びヘデラの５種類でした。

　第２回の講座は 10 月 17 日（土）昨年好評だっ

たハーバリウムです。ご参加お待ちしています。

　６月６日（土）午前９時

から花植え＆令和２年度第１回生涯学習部会を福光

交流センターで実施しました。９時に集合、事務局

から花植え作業の説明を聞いて早々に作業開始。プ

ランター約50個の花植え及び配置を完了しました。

　今年のいつついし自治会総会はコロナウイルスの

影響で、書面審議になったことや、今年度の年間行

事予定を説明して 10

時半過ぎに解散しま

した。

　なお、７月４日（土）

に開催予定だった「七

夕コンサート」今年

は諸般の事情を踏ま

え中止としました。
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福光地区
７月行事のお知らせ

7/8（水）� 上映会� 午後１時30分より
7/10（金）� 福寿大学� 午後２時より
7/17（金）� そくさい会�午後１時30分より
7/22（水）� 町内会長会� 午後７時より

※交流センターに来られる際には、マスク
の着用・館内入口で手の消毒をお願いし
ます。

　　また、発熱・咳の症状がある方は、来館
を控えて下さい。

生涯学習部

いつついし自治会
５月町内会長会第２回町内会長会

　５月のいつついし自治会町内会長会は実施でき

ず、配布物でお伝えしました。

　調査事項の依頼。1. 町内の危険箇所を選定し報

告する 2. 空き家を調査し報告するの２件について

５月末までの期限でお願いしました。一部の町内か

ら未報告でしたが、町内役員会等で検討し報告して

下さい。

※６月以降の町内会長会は、３密状態を整え開催

していきたいものです。


